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こんなに小さいサイズなのに、

衛星からの電波をキャ､ソチLて

測定できるなんて。

アウトドアはこのサイズを

要求した｡世界最小･最軽量;
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霧が出たときなんか進路に迷いやすい。

こんなとき現在地点や方向が手軽に

測定できるのが便利よれ。ユーゞ
、、

スピーディーに高箱度涌定。

32ビットCPU､5chパラレル受信で、

状況変化に対応。
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操作もずいぶんカンタンね。

激しく揺れるヨットの上でも、

これならラクに使いこなせるわc

多機能なのにシンプル操作。
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充電電池も使えるなんて、

短いクルージングには、

かさばらなくていいわね。

活動範囲を大きく拡げる

充電電池/アルカリ乾電池2電源方式。
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現在位置や目的地への方向･距離を教えてくれる。

登録したルートに沿ってナビゲーションをしてくれる。
ノ

Ｊ
Ｊ

GLOBALPOSITIONINGSYSTEM｢距離はあと残りどれだけ?」

POS(ジｼｮﾝ)ﾓｰ

目的地まて'の方向と距離を表示
一

(蕊:鮭藤として‘ｱので､）

｢到着までの時間はと.れくらいか
-〃

YAV(ﾅビｹー ｼｮﾝ)モード:〃
推定到潜所要時間一

目的地までの推定歪|I潜所要時間を表示一

Ｊ
７
．DE

G'⑪⑪
１
１

樹

EとE

#:gg:35

｢正しいｺー ｽを進んでいるか?」

NAV(ナビゲーション)モード：

クロストラックエラー

予定コースとのズレを襄示一

｢前に行ったあの場所､地図上のどこ

CONF(ｺﾝﾌｧﾒー ｼｮﾝ)ﾓー ド

測定し登録した地点の

岨度･軽度を表示，

雨．jI…一

EとE

戸；.B冒裡

GPSレシーバー
●雨や水し-i:きのかかる晶所て･も測定できる日常生活防水(防まつ:JIS4級）●ﾗｲﾄ

付,履晶画面て･夜間使用も可能●付尾品:単3アルカ'ﾉ9Z電‘也用ケース､充電電池ハ･ノク

蕊雰餅鷲KX-G5500…,筐櫓158,000円(線:'Ⅲ ●本機を､生命に危険を伴うような場合に於ける、

避のための装置としては使用しないでください｡●
匿壬行'五1／十一1njnへ=眞、炉テ,÷＝-アレ甫予J＋ｨ士国手R,』

険回

用温

せん

＝"+~1軍"ご、エロロトーノ巳l'天'ごI十.ノd,~ノ'よ砺冒~トー〃ﾐ．l〕旬、ノロ

避のための装置としては使用しないでください｡●使
度範囲は､－10℃～50℃で戒●水中では使用できま

潟'92年7月新聞細道●GPSシステムの完成(24の1#j星か棟働)まて･は、

障害物がある場所て-は測定できないことかあlﾉます-.空全体を見瞳せ易

●この海図は広告表現のためのものであり､実際の航海等には使用L

日のうちで測定てきなし,時間帯かあります●本磯は建築物
置外てこ使用ください⑤●表示画面は国内ハージョンのもの
:いで〈ださし、●水路図誌複製｢海上保安庁承認筆0403F

●カタログ差し上げます〒812福岡市博多区美野島4-l-62九州松下電器株ｺﾝｼｭｰﾏ機器営業部GPS係まで
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発見′体験〃（文写真/五十嵐薫’
真夏のｵー ｽﾄﾗﾘｱの巳つのﾖｯﾄﾚー ﾕ弱……
シドニー～ホノトトヨットレース／コフス八一バーオーシャンレースシリーズ
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－トレースか？」と聞く。ヨットを

やらない人にとっても，シドニー～ホ

バートレースは認知度が高く関心も

高い。TV・ラジオ・新聞もこぞっ

てこのレースのことを幸随していた．

クラブハウス前の特等席には唯一

の日本艇「ZEROIII」がいた。遠方

から参加しているので優遇されてい

るのだろうか。

桟橋を歩いてヨットを見学。J/

ルシドニーヨットスコードロンと並

んて､シドニーを代表するマリーナて､、

あるが，こちらの方が活気があって

親しみやすい。

まず驚いたのは参加艇が多いこと。

エントリーリストには114艇の艇名が

並んでいた。その殆どがその日CY

CAにいて，スポンサーである

KODAKの旗を一斉にフォアステイ

に掲げている…その様子は実に見事。

クリスマスのためシドニー市内は，

みな家て鹸パーティーをしているせい

か閑散としていてマクドナルドさえ

開いていないというのに，ここは大

変賑わっている。それに市内でオー

ストラリア人に話しかけられて「ヨ

ットレースに参加するために来た」

と言うと，全員が「シドニーーホバ

ユニの文章に,よ.ﾖ"卜撤…な
女性が夏真っ盛りのオーストラリ

アへ－人て鹸行き，見て|針lいて感じ

たことが書かれています。シドニ

ー～ホバートレースを御城し，コ

フスハーバーレースという5m間

のレースに参加したことが'|'心で

すが，他国のヨット環境を理解さ

れる少しの手助けになれば幸いで

す。

1．シドニーーホバートレース

レース前日

12月25日昼過ぎ，このレースのホ

ストマリーナであるクルージングヨ

ットクラブオブオーストラリア(C

YCA)を訪れた。ここは，ロイヤ スタートの朝，賑わうCYCA
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24サイズの艇のみ陸置きされている。

それにしても水置きされている艇の

なんときれいなこと。ハルはピカピ

カだし，船底に藻なんて付いていな

い。オーストラリア人はとても船を

大切にする。

シドニーの夏の夜は8時まて､明る

い。どのハーバーもウイークデイの

夕方5時位から週一回トワイライト

レースをやるらしい。そういう日に

は多くのセイラーは仕事をシフトし

て4時頃には退社し，ハーバーヘ向

かう。他のHも仕事の後に船の手入

れをしに来るので，船がピカピカと

言う訳だ。週末は土曜日にレース，

日|曜日は奥さんや恋人と一緒に過ご

す人が多いそうだ。その様に日頃か

ら恋人などを大切にしているから，

レースの時には見送ったり迎えに来

たり応援したりしてくれるのだろう

か。多くの女性がヨットマンの夫や

恋人を誇りに思っているようだ。

次に驚いたのは，スポンサードを

企業から受けている船が多いこと。

しかも，聞き覚えのある日本の企業。

船のハルにはSEGA,RYOBI,FU-

JITU…1J､どが書かれている｡不景気

の日本では，スポンサーがいないた

めレース自体の開催も危ぶまれてい

るというのに…｡（しかしオース|､ラ

リアにおけるヨットのスポンサーと：

は，丸がかえではなく年間数百万円

I
‘

錆愈

雨

識竃

弓駈言

》＝

4

刀圧姪＝＝＝密一筋溺晶x二編｡…『･溌一
P

＝
一二

凄碧雪

ニュージーランドエンデバーは，ウィットブレッド用のケッチ．マキ〆こ

シドニー～ホバートレースに参加したレディスチーム

シドニー～ホバートレース．スタート直後。シドニーのノースヘッドをバックに
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卜の船）が通過する頃，もう既に各

艇の差がついていた。そしていつま

て､､も多くの観覧艇が名残|特しそうに，

レース艇に伴走している。本当に華

やかなスタート…きっと巾乢あげて

のヨットに対する関心の高さがその

華やかさを盛()上げているのだろう。

艇，ノースショア38．オース|､ラリ

アて､､ポピュラーな艇種で､あり，この

レースには他に6艇参加していた。

オーナー同士も同型艇ということで

親しく，常にお互いの順位を意識し

あって，スクラッチのおもしろさも

感じられた。

私たちのチームのメンバーは私も

含んて､9名。もちろん女性は私一人，

｢1本人も私一人。他の8人はシドニ

ーに住んて､､いるオリジナルクルーてﾞ

ある。しかしオーストラリアは移民

の|'ﾐ|だけあって，その構成はオース

トラリア人の他にニュージーランド

人・フランス人・インド人。イタリ

ア人とバラエティーに富んて､､いる。

レース前日の12)126H夕方，艇長

会議に出席。何点か｢1本との違いを

感じた。まず，出席しているのが殆

どオーナー又はスキッパー自身であ

ること。それに艇促会議て､､,11,11',H

入時IM･満潮干潮時間･海洋速報（潮

流図）・レース中の天気予想図を配布

してくれたこと。これは実に効率的

なことと思う。私たちは日本でこれ

らの責料を手に入れるのに，各艇と

も少なからず手間をかけているのだ

から。

レーススター|､当|1｡11時のスタ

ー|､に向けて私たちがハーバーをIl｣1

てから，オーナーが全員をデッキに

集合させた。スター|､の仕方の打合

せかなと思っていると，安全対策に

対する細かな説明が十分な時間をか

けて行われた。コックピットのII1に

置いてあるライフラフトを開く手順。

消火器の位置。イーパブの位置。イ

ーパブはラフ|､使川の際必ず持参す

ること。ハーネス・ライジャケの位

置。ハーオ､スはライフラインて､､はな

〈ジヤックステイにかけること。う。

ロパンガスは使ったら必ず都度元栓

をしめること。ストーム・トライス

ルの位置（荒天時で､も取り出し易い

ようにコックピッ|､の両サイドのハ

ッチに入れていた)。|､イレは詰まら

ないようドライ・ウェット・ドライ

を各101n1ずつポンプ。すること。わか

といった資金援助のみを受けている

場合が多いらしいが｡）

この苛酷と言われるシドニー～ホ

バートレースに女性だけのチームか

2艇エントリーしているらしい。そ

の内のl艇のみ兄かけたが，ピンク

と黒のウエアーの彼女たちはさすが

に体格も良くて勇ましい。’1本で､女

性だけの1トンレース艇に乗ってい

る私としては，彼女たちの結果が最

も気になるところだ。

2．PITTWATER～COFFSHAR-

BOUROCEANRACE

SERIES

年末年始の伽II兇を利用して何力』ヨ

シ|､レースに参加したいと考えた私

は，残念ながらグアムレースがない

ため海外はどうかと思い，知l)合い

のオーストラリア人のセールメーカ

ー，イアン・マクタ、イアミッドに頼

んて、このレースの参加をオーガナイ

ズしてもらった。

シドニー北部のピットウォーター

から"|ヒヘ230マイルのコフスハーバー

と言う地名のところまて、行くレース

で､ある。南へ|filかうシドニーーホバ

ー|､レースと迷って，こちらは北上

するのて､､||にllに暖かくなる。(南半

球だから北上すると暖かくなる｡）3

l1間の230マイルのロングと,15マイ

ル・22マイルの島|'11りショートが1

11ずつ…計5111川のシリーズレース

で､ある。参加艇は92艇て叡，シドニー

て､､はまあまあ有名なレースらしい。

レース当日

朝9時CYCAに寄った後,11時

塾ぎにサウスヘッドというllllllへ行っ
、ざ。スター|､はシドニー湾Iﾉ1。そこ

力』ら外洋つまりホバー|､へli'lかうに

は，ノースヘッドとサウスヘッドに

狭まれた所をj血らねばならない。も

ちろん両方のllllllはレースの兄学者で

既にいっぱい。

111寺スター|､。ものすごい勢いてゞ

ものすごい数の船が私たちの立って

いる岬に向かってくる｡110艇を越え

るレース艇の他に，それ以l:の数の

ヨットやモーターポー|､が一斉にこ

ちらへ向かって米るのだ。それらが

立てる白波で，シドニー湾の!|!は海

が白っぽくなっている。

サウスヘッドをトップ･艇「ニュー

ジーランドエンデバー｣(ウイットブ

＝/ツド||堺-1,'flレース川の2本マス 私が乗るのは船齢10年目のIMS

…‐デｰｰｰ…

|li

X jia 淫

鱸瀞

》

コフスハーバーレースは，こんなに岸寄りに走っていました
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っていることとはいえ，ロングレー

スのスター|､il'l前にみんなて洲認す

ることはとても大切だと思う。

オーストラリアはオゾン層が覗襲さ

れているため紫外線が多く，あっと

いう間に|~|焼けしてしまう。また，

温度が低いため汗はあまりかかない

が，体内の水分がHに見えず蒸発し

ているらしい。みな，まめにll焼け

Iliめを塗り，イi；じられない稗のIitの

水分を取る。これには本当に上守シク

リしたが，脱水ｿI制犬を起こきないた

めの自己防衛策だろうか。しかし，

船の上て厭は水て、もビールでもなくも

っぱらジュースて､水分を取っており，

糖分の取り過ぎが他人事とはいえ気

になる。

チャートテーブルの近くに，ワッ

チ表と食事のメニューが貼ってあっ

た。ワッチは8時と20時が雌夜の区

切りとなっており，昼はlチーム4

人ずつで3チーム×4時間，夜はl

チーム3人ずつて’4チーム×3時間。

私はきっと]1式なワッチには入れて

もらっていないだろうと思っていた

のに，その表にはちゃんと一人前と

計算されて含まれていたのがとても

嬉しかった。そして，少して､､も皆の

役に立とうと意義込んだ。夜のワッ

チの方が昼より少ない人数だが，担

当する時間は短い。この割り振りの

善し悪しについてはわからないが，

私にとってはちょうど良く感じた。

ロングレーススタート。Mli雛は鳥

羽レースの1.5倍｡岸から少し離れた

ところに逆潮があるので，フイニッ

シュするまて､､どの艇も岸ベタ。そし

て岸にはところどころ岬があり，各

岬を結んだ線がラムラインとなる。

その線から，逆潮にぶつからない程

度に沖にH｣!るか，水深を気にしなが

ら岸にわずかでも寄るかが勝負どこ

ろとなる。あまり各艇のコースがば

らばらにならないせいか常に30艇位

の姿が見えており，「さっきのllllllでは

あっちの方が先行していたのにここ

で抜けたということは，沖ll'!しがい

いみたいだから次の岬まて鹸も沖,'l'!し

6

て､､行こう」とか「次のlllllまではあの

艇を抜こう」というふうにセールの

トリムにも自然とﾉJが入る。夜も30

艇程のマス|､灯が兄えているので，

常にライバル意識が感じられて飽き

ることなくセイリングに取り組める。

又，イ'lillllが近くにいて岸も近いし，

何かあったとしても安心て､､きる。

ll本で私が経験したオフショアレ

ースは各艇のコース取りがぱらぱら

て､，時|H1が経つにしたがって他艇が

兇えなくなり，自分は一体どのあた

りの順位にいるの力､わかり難いし，

レースの緊張感も持続し難い。それ

に夜llll他のマスト灯が兄えないと心

細くなりがちて､､，フィニッシュライ

ンが近くなるとどこからともなく他

艇が兄え始める。こういったレース

に比べると，今回の方がレースの緊

張感やおもしろさが鮒に味わえて楽

しかった様に思う。

12/29,17:00頃フイニッシユ｡54

時間のレースだった。雌商25ノット

だったが平均して15ノット位の風

で，しかもスピンのアピームばかり

でとても来なレースて．あった。コフ

スハーバーに着いてからは毎晩パー

ティー。船上でビールを飲まないセ

イラーもクラブハウスでは浴びるよ

うにビールを飲む。本当によく飲む。

そして立派なクラブハウスのバーで，

上守－ルやカクテルをとても安価で出

筆者が乗艇したノースシヨア38｡｢PYXISIII

していることに感激した。

2本のショートオフショアはとも

にスピンスタートて鹸あった。オース

トラリアでは三ｲIレースが少なく，

,蹄まわりのｼｮｰﾄﾚｰｽが多いら

しい。だから，マーク回航て，スピン

を上げる．~ドろす・ジャイブすると

いうお決まりの{1業て､､はな〈，「この

位の風向ならぎりぎりスピンがはれ

る」というようなセールの選択や判

断力がより磨かれていると感じた。

それにスピンの|､リムのきめが|{|か

く，ポールのl2l､~・前後の位祇を粥

に意識している。そして極力，ジェ

ノアて､､は窓〈スピンを使おうと心が

けている。
へ

私たちのチームはクラス総合111_

で､なかなかの成絞。同じクラスの1

位は船齢13年の1II-い艇だった。

今回の体験で様々なことを畑llll兄

ることができた。シドニーは本?'iに

ヨットをしやすい環境にある。しか

しそれにも噌して，レースを楽しも

うクルージンク舗を楽しもうという単

純な気持ちそして安全に対する〃全

な対策を，オース|､ラリアのセイラ

ーがとても大切にしていることが私

にとって最も印象的だった。
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亘電｡NORC保険デスクより＝三雰－℃F
団体ヨット保険募集中/i‐－一二■

3月1R,5年目の団体ヨツ|､保

険がスター|､します。

登録艇・会友艇を被保険艇とする

ヨット保険のために，特別会員と会

友の皆様だけに，2月初句卜11体ヨシ

｜､保険パンフレットを送付致しまし

た。正会員の方て．も，パンフレット

を希望される場合は別途お知らせい

ただければ，お送りします。

4年前に会員への保険サービスと

して，団体ヨット保険をご案lﾉ1した

く初から｡他のﾖｯﾄ保険とは異な
ノた独自のおり|受方法て祷，ヨットマ

ンに「これは納得／」と言われるよ

うな内容に近付ける検討を続けてき

ました。

そのひとつは，う｡ラン別ﾘ|受ﾉ法

の採用て鹸す。

文字どおり，レースに参加する方

はレーサープラン，レースに参加し

ない方はクルーザープランと，レー

ス中のリスクを保険料率に反映させ

て，レースをしないクルーザープラ

ンを割安にしたことて､､す。

さらに'93年度からは，クルーザー

フ。ランで補償するレースの条件を大

l幅に見直し,NORC主催（共催・

後援を含む）の親善レースについて

酔他のﾚー ｽ海域･ﾚー ｽ形式･レ
ース距離が条件を満たせば，クルー

ザープランて鞭，その該当するレース

$'1の船体損傷が保険でカバーされる

ようになります。

詳細はパンフレット5ページ下を

お読みください。

ふたつ目は，船体保険でお引受け

する場合，船体部分とマスト部分の

保険金額を設定している点て､､す。

船体部分はその艇の時価100%と

し，マスト部分は申し込む時点での

マスト装備全体の新規購入価格を上

｜眼として，係意に保険金額を選択し

て契約金額とします。ただし新規購

入価格未満て､ご契約の場合には，支

払保険金が新捌購入価格に対する契

現在8汕地が認定されていますが，

その他の｢li皇管理泊地て､もII1論によ

りそのメリットを受けられる可能性

がありますから，保険小委宛ご相談

下さい。

詳しい手続はパンフレッ|､5ペー

ジ上部をおi流みください。

その他の特挺につきましては，パ

ンーフレッ|､2ページの各項||でご確

認の上,"IIII合せをおImいします。

申込方法は次のとおりて叡す。

申込書はパンフレットにさし込ん

でありますが，両面印刷となってい

ますので,｢'93NORCヨット保険申

込書』側をご使用ください。

初めておII1込される方は，その申

込普の右il'jl:,回申込謁記入方法の

説明を順序どおり進んで，回により

ご提出ください。

その後は兄積書発行→ll1込決定→

保険料振込→保険スタートとなりま

す。なお,III込耆の記載内容どおり

で保険加入粁証（保険証券ﾎ'1§'1）が

発行されますのて鱗，記入もれや，誤

りのないように，おねがいします。

団体ヨット保険申込についてのご

質問は,NORC保険デスクのフリ

ータ､イヤル(0120-024410)をご利

111<ださい。

会員の皆様からおﾄ'1込・お|川合せ

をお待ちします。

約金額とする比例支払になりますの

で，1－分ご注意ください。例えば，

新規1胱入価格2007JI'Iに対して契約

金額150万円とした場合には,マスト

トラブルによる損害100万円のケース

て守は,保険損害額=100万×150"/

200刀となります。

なお,マスト部分新測肺入価格の内

訳には，マスト部分全装備の各購入

費以外に，運賃とマスト立て費用が

含まれます｡(詳細はパンフレット5

ページ右下て鰻ご確認ください｡）

マスト運賃につきましては，外吐｜

マス|､の場合，船便によるものか，

航空述賃なのかを，新測購入価格を

把撫される時点て余，オーナ－ご''1身

がお決めくださることをお勧めしま

す。また，現在のマストは外国マス

トだけれども，｜､ラブル後は同等の

国産マストでの修理を了承される場

合には，国産マスト手配に要する新

規1職人価格にご決定ください。

当然のことのように，後者の方が

保険金菰も少なくて済む結果となり

ます。

3つ目は，船体保険の無事故割り｜

と半間鱈l1増制度の採川lがあります。

2年liijからカウントしはじめたの

て、すが，3年目にして|絲売契約をさ

れる会員の等級に大きな差が見られ

るようになりました。

等級は－2（－4％）～＋4（十

8％）まて．となっていますのて､，最

も割り|の高い方と最も割増の高い方

の差は12％です。実態は，等級枠を

超えて＋6（＋12％）を適応するべ

き事故処理が行われた方もいますが，

害l1哨晶大+4にとどまっています。

4番目は，保管業粁て顛はない自主

管理汕地係留艇へのメリットの増加

です。

昨年度よりNORC認定安全泊地

係留艇の船体保険は，保管業者て､､の

保管艇と同料率で風水害危険補償が

受けられるようになっています。

パナソニック

GPS
KX-GSSOO

NORC会員に限り

126,400円
で限定頒布中ノ
詳しくは本部事務局まで
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ハーフタイム朝河清

イlキー参一,ナ、
ｰーー一J.ーO

報週“あずざ，より請け状なるも

のがとどき“ハーフタイム”の挑戦

をしかと請けたときた。“あずざ，が

'79年'80年と2年連続勝って以来台

風だったり参加艇がいなかったl)で

存うららかなある'11蝿｢i,セイリ

ングを終えハーバーに帰る途中“あ

ずさ”がアンカリングをし釣り糸を

垂れているのをみかけ，沖縄レース

を終えたばかりであったが,つい｢八

丈レースどうしますか」と声をかけ

八丈レースは成立していない。

八丈レースには28フィートの“ガ

メラZ'､て､､13年前に参加した事があ

ったが，強風のスピンランて､､あっと

いうまに八丈島に，と安心した途端

八丈の脇陰[､､の強烈な潮に苦戦し，
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やっと島をかわしたと,W,った途端の ストで大島の獅乎に入港したという。

とするとあそこに兄えているのはI

MSクラスの“どんがめ”だ。夕べ

から“あずさ”と勘述いしていた。

タイムリミットなしだからフィニッ

シュラインを切れI測券ちだ。複雑な

気持ちが交錯する，瓜が落ちはじめ

るがあいかわらず肌liilはかわらず北，

苦労して上っていく。

昼，シーポニアが兄えまずは一安

心とおもい早く帰ろうと，トライス

ルにブームが触れているのて､とメイ

ンシー|､を少し引いた時，大きな音

と共にマストが根元と中間から3つ

に折れてしまった。ジュリーリグを

作成，これて､何とか帰れるかとおも

うが，風は東にふれあるかないの勢

い．洲に流されタックを何度も繰り

返すがフィニッシュラインまでのh!|i

離は縮まらない。6マイルを16時間

かけlﾘlけﾉj6時ようやくフイニッシ

ュラインを切ることが出来た。ここ

にデイスマスト，ファーストホーム

というlll:にもまれな記録ができた。

21120n都内某所にてロングデイ

スタンス愛好会なるものが開かれ，

今年の八丈レースは12の''1の王，海

の男の''1の男，これを決めよう,I

ORだIMSだ等いわないで勝利肴

は八丈レーティングによりただl艇，

小網代スタート熱海フィニッシュ，

レース終r後熱海で､奇麗どころを呼

んで美澗に酔いしれよう，と談合悪

巧みが行われた。次号でそのレポー

トを掲救します。

6マイル離れていることだしここは

安全第一とジブを降ろしメインセー

ルのみて．と，たぶん，“あずさ”も苦

労しているだろうなと,W,いつつ刺を

迎え風の十分収まるのをまってNO1

ジブを上げリーフ解除。八丈を典近

に景色を堪能していると島沿いに"あ

ずさ”が兄えた。しまったと思うが

後の祭')，ミートした時は5艇身ほ

ど後方につかれてしまった。大ﾉ又竹

再スタートと気を取りなおし“あず

さ”を振りとこうと気合を入れる。

八丈を力，わすと案の定北の強風し

かし“あずさ”がいつまて､も視界か

ら消えない。兄えている内は負けと

ロデオ顔負けと波にlll1かれ翻弄ざれ

っっも今度はH一杯噸張ってしまっ

た。夜また航海灯がすぐ後ろに兄え

てなんとしても離れない。明け方ワ

ッチ交代て鹸出て来た松lHが「大変だ

マス|､が前に曲がっている」と雌ぎ

だした。もはやこれまて悪運つきた

かと思う。これ以Lマストに負机が

かかって折れないようにとトライス

ルに交換。エンジンは昨夜ヒールが

きついのも気にせずチャージのため

かけていたところエアーを吸って，

かからなくなっている。こんな酷い

マス|､の''''がりで､は折れるのも時|川

の問題だな，風がおちたらエアー抜

きをしてエンジンがかかるかやって

みるか，マストが折れてエンジンが

かからなければリタイヤーは風卜．の

熱海だなと思っていると無線を|断lい

ていた束lllが“あずさ”がディスマ

強烈な上り。オフショアレースのな

んたるかを身をもって知った。艇内

にまわったビルジのためバッグのI|!

まて叡ウエットになり，着替えはf全部

使い物にならず，寒さに震えた強烈

な思いⅡII以来2度とチャレンジする

気にはならなかった。

沖縄小笠原,ナホトカレース等々

は見知らぬ土地，人々と交わされる

挨拶などレース以外の楽しみがある

が，八丈レースはなんの楽しみもな

い｡｢例えばナホトカのii'j防著の異と

か沖縄のなんとか町などの｣。

300マイルもの往復,それもまちが

へ､なく厳しい海況，仇やオロソかに
も参加HII来ない｡500マイル以上の4

レースにまぐれながらも勝利しつい

慢心したか，請け状をためすすがめ

つ眺めながら反省した。

気をとりなおし参加することとし

準備にとりかかった。グアムレース

以来安全には十分気をつかってきた。

また万が一に備えイーパブは衛坐11．

系と従米のものと2佃，無線機も2

セット，無線オペレーターも2人と，

笑ってはいけない，又笑えることて、

はないが。

大きなl'|然の中て､は人間なんて小

さなものだし，まして小きなヨシ|、

て､､は1pIが起きても不,W,縦はない。が

しかしと,W,いつつも敢えて海へ出て

へ､〈，そんな小さな1I1I険心が心を纐
い立たせ非Ⅱ常性の''1に領〈我が身

に幸せを感じる。

IORクラスも参加艇は"あずざ，

とわが艇2艇のマッチレース。12時

間ごとの定時無線交慌て和手の位置

はわかる。最初の夜のロールコール

て､､は6マイル先行。まずまずと一安

心，夜半すぎに風は北から南西の強

凪に変わりセールチェンジも4度5

度とたて続け皆疲労|村ぱい。波も悠

〈なりllllかれはじめ2ボンNO3て’も

きつくなりセールチェンジと思うが

デッキの2人以外はヘバッて起き上

がれない。こんなに波の悪いところ

て譲無理して落水て､もしたら大変，ま

十
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…
ト
ー
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マストが前に折れ曲がった状態で帆走する"ハーフタイム"(､‘どんがめ”より撮影）
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1993年度全国計測委員会会議議事録
場所

日時

出席者

油壺マリーナホテル・三崎マリン

11-1301I～31H

計測委典会林賢と'lilli大橋目典

伊藤静美矢嶋滋平岡俊一朗

長谷川淳中村隆彦

技術委員会高橘太IIIj沢地繁

角lli!j彦来島和幸

IIﾘ‘睦委旦会初鹿野幸生

CR委員会鈴木利夫尾田英明野村IﾘI宏

駿河湾支部木内安夫林政幸

東海支部大矢隆花川幸一郎

近一|上文部栗林裕之｜Ⅱ''1康一郎

内海支部柏元孝博飯塚功二lll!|1龍雄

西内海支部田村沿久五一|･川純一

玄海支部大原兀太

幣磐支部青野忠純

北海辿支部鈴木営博

南九州支部剥瑞政次

桑原俊太郎

セールメジャラ一脚'l'"f夫高橘良好

水越如欠lllll~|裕治大原封H

八木遊(II前田利一蝋lll哲郎

高野佳雄

111301-|

1.計測委員会半業報告と半鶏;|画（林）

92年度証啓発行実績と荷|測技術の向上帷びにインス

ペクション関係(KENWOOD･JAPANCUP)の

報告と今年度のルール並びにフ･ログラム(ORC事

情）の遅れについて説lﾘlがあった。

2.NOV.ミーティングの報告（高橋）

議事録を'|!心に下記項|-|についての説即lがあった。

・全枇界的にIMS艇が恥jllしIOR艇の洲ﾙf,そんな

状況下だがTONカップ｡のみ今後4年|川現行のIO

Rルールにて開催が決定された。

･IMSレースマオ､一ジメントシステム連川上の問題

点について衣而化されORCの再検討識辿となった。

･ORC計1llll関係の中心人物が,NOV.ミーティン

グ直後に亡〈なられ今年度のルール並びにフ･ログラ

ムヘの影響が懸念される。

・94年度よりIMSにリピジョン分けが発生し,VP

Pの強化（ピッチンク、モーメントの導入）計画，又

今年度はその暫定措置として建造年度，リグ，内装

ハル構造などでレーサーとクルーザーレーサーの格
差を縮める。

レギュレーションについては，94年度の変更点も含

んて､､発表される。

3．IMSレギュレーション（沢地）

今年度のルールブックは，94年度の変更点も含めて

ORCよl)発表され，特にクルーザーレーサー部門

の追加部分など次回のミーティングまで､に内容を各

｜}1で検討する必要あり。

変更概要

・レーサーとクルーザーレーサーリデジョン分けにつ

いて

．禁じられた素材の追加

．'ﾉ1装の仕切りについてのIﾘl碓化
へ

・内部の高さや|隅の規定強化、

4.IMSレギュレーションの実態（大橋）

オーナーサイドから提出されているチェックリスト

の提出が義務づけられ，｜人l祥はオーナーサイドの責

任としている。

・チェックリス|､の内容責任について今後どうあるべ

きか。

公平な状況にする為には，誰がレギュレーションを

計測し作成するのがベス|､なのか，委員会内部にて

代行する場合の問題点などが検討課題として蒜莪さ

れた。

・今回の検討さ“1からの結論は，レースカテゴリー別

に，たとえば|'1際レースなどは，しかるべき機関に

て対処し，その他のレースはオーナーサイドにて問

題点があれば詩義する方向性て､進める。

5.CR委員会からの報告（鈴木）

92年度の更新状況，スタンタ、－ド・ハルデータや－
タイムテーブルの兄頂しなど，塊状の問題点の洸L

IIII!し作業!|1との報告があった。

6．計測員からの報告

○|ﾉ1海支部（飯塚）

前年度IOR･IMS計測実絃ばIIf計測やスタンタ弩

ド計測などの，フローティションを中心におこなっ

た。本年度から支部レースにCRを導入する方針てﾞ

あり，積極的なバックアップ。をする方向て､､ある。

○玄海支部（大ljj!)

南九州支部との分離に対･する問題点は特に発生せず，

前年より導入したCRの計測実績は24艇となった。

今年度はアリランレースにCRも採用し韓IJilで､111艇か

の計測予定がある。

○術磐支部（青野）

支部登録艇I|19艇をCR計測にて実績を上げ，関東

支部にてCR計測を受けた2側延ほど力現在支部に所
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２
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艇
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また前年7月から8月にかけてKENWOOD2TON

ワールドのインスペクション委員として参加した。

○本部(I1!村）

前年実績は,IOR全計測2艇再計測5艇

IMSについてはアシスタントとして

数艇の実績を上げる。

C事務局（夏目）

オーナーサイドからの計測員実費手数料の支払が遅

れ（最長半年)，計測実務に問題が生じる可能性あ

h
ノO

IMS推進委員会とレースマオ､－ジメントシステム

の連用について普及活動をおこない，関東支部レー

スにて実績を上げる。

7．セールメジヤーラの資格について

メジャーラ登録者の活亜川犬況並びに技術向上と，新

規資格希望者の手続き等を明確にする為，活発な意

見交換があった。

各メジャラーからは，現在のメジャラーも何らかの

資格更新の必要性があり，新規資格希望者にも条件

が必要であるとの意見て､､あった。

結論としては，全国委員会に合わせ年1回の講習会

を開催する事とし，新規資格希望者は必ず出席，資

格更新の場合はロフトの代表者が参加，またロフト

に所属しない化1人メジャラーは最低2年に1度は講

習会に参加を義務づける事とに決定した。

次回誰詞会責任者：野崎・高橋・八木・長谷川

1月31｢I(計測テスト）

三崎マリンにて,IOR(チャーチャン）を使用し

たドライ・ウェッ|､のコンディションがハンディキャッ

プ｡に与える影響をテストした。

属する。

レース運営_上,CR肌速レンジのセレク|､による問題

点が報告された。

○西内海支部(lll村）

前年IMS･IOR計測実績はなかったが，今年度

はオークランド・福岡に出場する艇の計測を予定す

る,CRの更新実績は87艇て鹸ある。

○東海支部（花川）

liij年実績はミニトン全H本前に，かなりの実績を上

げ,IMSについては，全計測・スタンタ、－ド各1

艇の実績があった。

○駿河湾支部（林）

新バージョンのCR証書発行実績は,22艇で､ある。

へ今年度の,支部主催レースにCRを使用して開催する
予定て叡ある。

○近北支部（栗林）

新バージョンのCR証害発ｲ1実績は,37艇て､ある。

ll本海レースて､は,ロシアバージョンのIORを変換

してCR証書を発行しレースを行った。

友好レースにて，他|封からCRレーティングに対･す

る興味や|川い合わせがあった。

○南加jil､l支部（剥岩）

支部レースは，ローカルレーテインクﾞ（パフォーマ

ンス・ハンデに近い）にて主催している。

CRの計測依頼も111艇があり早急性はないが前lf'lき

に検討する。

○本部（矢嶋）

前年実績は,IOR余計測1艇，再計測21艇

IMS余計測7艇，再計測3艇

スタンダード6艇である。
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1993年度全国安全委員会会議議事録

場所

議題

1

：1/30(土）油壺マリーナホテル（14:00～18:00）

1/31（日）油壺・オリヒメにて実習（9:30～12:00）

：1/30(土）1．各支部からの報告（安全講習会，安

全検査等）

2．安全講習会について

3.ORC.スベシャルレギュレーショ

ン1993について

4．無線について

5．安全検査の方法について

6.CRでの安全の扱いについて

1/31（日）7．クイックストップについて（落水者

救助実習）

各支部からの報告（安全講習会，安全検査等）

（北海道支部）

・昨年一管本部，ライフラフトメーカーの協ﾉ』て、

安全講習会を実施。

（落水者救助，ライフラフト，フレアー類等）

・北海道では乗縄I寺期が短いのて轆安全に関する意

識が低いが，今年度も安全講習会を実施する予
一凸

疋o

・安全検査は実施していない。

（常磐支部）

・昨年7月に海｣･保安部の協力を得て，安全講習

会を実施。

（陸上一海上保安部講習，海上一ライフラフト，

落水者救助）

・本年度も安全講習会を実施する予定。

･2/13,14無線講習会を実施する予定。

・現在，マリンVHFの海岸局開局の申請中

・安全検査25艇実施

（関東支部）

・諸磯フリートを1''心に安全講習会を実施。(j謹前

省，海上保安庁の協力）

（無線，気象，技術講習，ヘリコフ｡ターからの

救助，ライフラフト，フレアー類，赤十字救

命訓練等）

・関心が高く参加者は多かったが，一点にしぼっ

て実施しないと身につかない。本年度はしぼっ

て実施したい。

・他フリート（逗子，葉ul,シーポニア，久里浜，

油壺京急等）にても安全講習会を実施。

・安全検査93艇実施。

（東海支部）

2．

NORC安全委員会委員長長江博人

保安庁の協力を得て，安全講習会を実施。

(EPIRBの使い方，ヘリコフ。ターからの救助，

人工呼吸等）

・本年度も安全フェスティバルを10月に実施。（ラ

イフラフト，フレアー類等）

・安全検査14艇実施。

（近畿北陸支部）

・本年度は8管とコンタクトを取l),JAPANSEA

RACEのスタート前に安全講習会を実施予定。

・宮津に海岸局を開局の予定。

・安全検査15艇実施。
へ

（内海支部）

・昨年度は各フリート，クラブにて安全講習会を

実施。（ライフラフ|､,EPIRB等）

・本年度も実施の予定。

・安全検査15艇実施。

（西内海支部）

・海上保安部のバックアップ。を受け，安全講習会

を実施。

（海難事故の対処方法，航海備品，ライフラフ

ト，人工呼吸，心臓マッサージ，レーダ､－の

実演，携帯食等）

・レーダーリフレクターの効果性，期限内のフレ

アーの不発，揺れている中て、の操作性等，自己

防衛の必要がある。

・内海では，波がたたないし，事故が起きてもど

こかに流れ着くという安全に対する意識が低く，

改善していきたい｡また,内海独自の霧オー
ザロック，本船等の条件を考えて本年度は安丘

講習会を実施の予定。

・安全検査2艇実施。（自己申告）

（南九州支部）

･1/24に発足集会が開かれ，現在鹿児島て､80艇，

宮lll奇で20艇，熊本て､､数艇のフリートを持ち，個

別にレース活動を行っている。

（オフショアレースは2レース｡今後は支部レー

スを設け，まとめていく。）

・2/20に安全講習会を実施予定。

安全講習会について

・昨年はJGYRでの事故の直後だったので安全

に対する関心が高く，今後も同様に関心を持た

れるかは疑問であるが，安全委員会としては積

極的に，啓蒙をはかっていく。

･USセーリングで､は9"セーフティー・アット．

【



シー・セミナー”を開催しており，レース参加

の条件にもなっている。また，ライフスリング

を使った，“クイックーストッフ。"が落水者救助

に有効との報告があった。

・本部安全委員会では，様々な分野での講師の各

支部への派遣を検討'l!。

（交通費は1/2負担ぐらいになる。講師希望があ

れば，本部安全委員会まで連絡｡）

．すぐにはできないかもしれないが，将来的には

艇の安全責任者の．安全講習会等への参加を，

レースへの参加条件とする必要がある。

・安全講習会は実施すれば良いというものではな

く，内容を吟味し，地域事情を考慮し，また実

施にそくしたものが必要。

へ＊昨年，各支部にて実施したノウハウ，問題点，
感じたことをまとめ,NORCでの安全講習会

の基準を作成することが合意された。

（'932月''1に各支部より収集｡）

3．ORC.スペシヤルレギュレーション1993について

へ

･技術委員会作成の"ORCNOVEMBER

MEETING1992議事録から"(議事録抜粋訳）

が,NORC特別会員に送付される報告があり，

それに基づき報告がされた。

･NORC安全委員会では大儀児氏に依頼してO

RCへのサブミッションとして提出し，検討事

項となったが，今後の再検討事項となった。

12.1ライフラフ|､に2個目のEPIRBを搭載す

る。

･(12.1EPIRB10.64)

毎時最初の5分間信号3回のみ普通のFMラジ

オに向けて発信することが許可されているが，

日本では許可されない。なお，試験電波の確認

も日本て、はメーカーてゞ しかて、きない｡(通信委員

会検討il1)

（12.3スペシャルレギュレーション使用実態

の調査）

常磐支部25艇

関東支部93艇

東海支部14艇

内海支部15艇

西内海支部2艇

近畿北陸支部15艇NORC合計164艇

(12.4USセーリンク、安全セミナー）

NORC安全講習会フォーマットの参考とする。

(12.6VHFアンテナ）

同軸ケーブルのパワーロスは20％以下。

また，カテゴリー3より，最低25ワットの無線

機とマス|､ヘッドのアンテナが必要備品となっ

13 0汗$HORf

た。(NORCて､､の対応は4.項参照）

（12．7セーフテイーハーオ､ス）

ロープの両サイドでのカラビナが必要。しかし，

個人が1人て余ナイフを1つ持っていれば可。

（12．8スタビリティー）

IMSレギユレーションのスタビリティーイン

デックスの推奨基準をスペシャルレギュレーショ

ンに引用することを検討。

（12.10ガスポンベ格納法）

推奨として，追加された。

(1211ダイマーカー）

必要備品から廃止。

(12.12花火類）

有効期限「3年を超えて」を「6年を超えて」

に変更。

日本では船検の関係で有効期限が3年となって

いるので，3年とする。

(13.13救急箱の内容の検討）

日本てゞも現在，検討中，日本の事情も含めOR

Cへ提案する。

＊その他資料参照

4．無線について

･1994年のレースよりカテゴリー3のレースは最

低20ワットの|玉|際VHF無紡織を必要備品とす

る。なおアンテナはエージデートが1994年1月

1「|以降の艇についてはマストヘッドに設置し

ていなければならない。それ以前の艇に関して

はアンテナはマストヘッドに設置すること力望

ましいが，装着不可能な場合は他の適切な場所

に設置してもよい。いずれの場合も，配線に使

用する同軸ケーブルによる出力の減衰は20%を

越えてはならない。レースにおける通信手段は，

レース委員会が特に定めた場合はその通信手段

によってもよい。

（1993年はVHF無線機の普及をはかる｡）

・通信委員会て、は無線の講習会を全国で実施の予

定。

・通信委員会て､実験中のマリンVHFはレースの

規模にもよるが，大きなレースの運営には難し

い。

・公式レースとしての20ワットと底辺の拡大とし

て5Wの両方を進めていく必要がある。

・1993年の安全検杳時には通信手段を記入してお

き，レースではレース委員会の指定した通信手

段による。

5．安全検査の方法について

・現在の安全検査チェックリストは抜粋であり，

またオーナー側でもルールが徹底されていない
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参加者を集め，落水者救助実習も行われた

場合も多いので，次のように変更する。

①安全検査の申込時

スペシャルレギュレーション(*II文）

NORC設備規則

安全のこころえ

チェックリストを渡す。

②準備ができたら検査員へ連絡し，安全検査を

実施。

.それにともない，安全検査料を6,0001ﾘにする。

・安全検査時に業者だけの立会いの場合があり，

艇側の安全に対する姿勢が懸念される。

・チェックリストには次の事項を追加する。
①立会い人を記入

②艇の責任料｡（オーナー，スキッパー，安全責
任者）の署名

③通信手段

・安全検査は各支部にて実施しているが，手数料，

交通費に関して全国的な統一がある程度必要。

・スペシャルレギュレーション（和文）はNOR

Cオーナーへ配布する必要がある。（予算もあ
り，未定）

6．CRでの安全に対する扱いについて

・海上で､の安全に対する適用はレーテインク等に

はかかわらずされるべきなので検討が必要。

14

．いきなりの安全検査の通川は難しいが，レース

の安全規定を増やしていくことが必要。

7．クイックストップ（落水者救助）について

･ORC推奨のクイックス|､ツフ｡，およびライフ

スリングによ')落水者救助の実習を行った。

‐

1993年度全国安全委員会出席者一覧

（敬称略）

本部安全委員会委員長：長江博人

本部安全委員会：原均

NORC副会長：大儀見薫

安全担当理事：古川保夫

北海道支部：増川准巳 ・へ

常磐支部:li'1山寿

|對東支部安余委員会委員長：前田泰lﾘl

関東支部（諸磯）：佐藤静治

関東支部（シーポニア）：河口秀夫

関東支部（佐島）：松原康孝

関東支部（逗子）：永野隆雄

関東支部（浦賀）：！'!島照二

東海支部：大島茂樹

近畿北陸支部：上羽正ﾂ）

近畿北陸支部：野田秀一

内海支部:i"ll洸城

西内海支部：藤川辰生

西内海支部：山本一弘

西内海支部：松田徳康

南九州支部：真野美詠子
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削灌患ﾑﾚー ｽ)ﾁｬﾘﾃｨオークションも折りまぜ
大いに盛り上がった北海道支部主催新年パーティ

北海道支部鈴木喜博

旧C新年

チャリティ募金は約'3万円が集まった

平成5年1月221~IPM7時，暴風

雪のに'1，北海道支部主催新年パーテ

ィーがスター|､。今凹のパーティー

には約120名の仲|川が参加｡会員の方

のみならず，会員のクルーの皆さん，

恋人，家族，友人等広く集ってもら

い，楽しいヨシ|､ライフの1年の始

まりとして企画致しました。

冒頭の挨拶て､､,IⅡ中支部良より

4APAN･GUAMﾚー ｽでの海難事
<のお話しがあり，二度とこの様な

事故が起きない様，また一人一人が

安全liliに気を付けて楽しいヨシ|､ラ

イフを行える様お|卿､のお話しがあ

り，引続き御来寅の小揮毎_|ｪ保安部

長高崎武人様からも，より安全な航

海を行なう様参加者に呼掛ており

ました。宴会て､は終始,外の吹雪(-

10･C)とは一転してヨット談義に花

が咲き，皆さん雪焼けならぬ酒焼け

した顔でクイズ，ケームにと楽しん

て癖おりました。また各メーカー，シ

ョップ。のご協力，協賛により「ジャ

パン．グアムレース事故対策協力金

チャリティーオークション」を行な

い,参加者の御好意により129,500円

』ｵーｸｼｮﾝ収入を得,lll水さん
（アラジンYA26S)よりl1l'|!支部

長へ手渡されました。

無事，ゼオ､リコせず新年パーティ

ーも終了し，あとはスキーウェアー

からオイルスキン（北海道の春は寒

い）に着換え，4月のシーズンを待

つぱ力'l)の北海道て鹸す。最後に今F1

御協力して戴いた会員の皆様｜對係

者のﾉﾉ々ありがとうございました。

また各支部会員の皆様，冬の北海道

は最商て､､す。ヨットからスキーに乗

換えて，白銀のケレンデにシュフ。－

ルを描きませんか。-lt海道支部会員

一同お待ちしておl)ますので，お気

軽に当事務局まて､御連絡~ドさい。E

ND

馴坤

盆も

熱の入るオークション(左)，海上保安部から安全航海についてのお話(右）

職溌韓亘~了テー‐‐‐：

'93jA狐NMIDD圧BO師.CHAMPIONSH1P

taka-QCup

議一

4月29日,＝

s月1;aBB
は■F〆？

今年もタカキューカップ'93H本ミ昏様のご参加をお待ちしておりま

ドルポート選手権をゴールデンす。

ウィークに相湧斯て、開催致します。申込・お問合せは下記まで。

事務局〒231ホ鯨兵市中区山手町15-24

（株)五條建設内事務局長能條秀夫

TELO45-651-5200:FAXO45-651-5300

申込締切fl4月10日(士）お早めに／

｜
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町
「
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二

脚
」

|MS推准委員会議事録
ラムに切り替え時にはチェックが必要て､ある。NORC会議室

2月26日

林賢之輔大橋且典沢地繁高橋太郎

東島和幸角晴彦矢嶋滋尾田英'ﾘl

宮坂敬三初鹿野幸生浅野英武才l1l忠利

風間徳行夏目正人

場所

日時

出席者 3．IMSレギュレーション・質問表について

①93年度版レギュレーションをレース開幕から使用す

る。

②93年度版IMSう°ログラムを適用するためには,オー

ナーサイドからの情幸|醍出が必要不可欠となり，93年

度の更新I:|'iul寺に質問表の提出を義務付けることに決

定した｡(提出書類の発想は速やかに事務局にて対応）

1．オークランド・福岡レースにおけるIMSの取扱い

について

93年度IMSう。ログラムの完成が遅れている事,スター

トが4月下旬で､あることなどを考臘した結果，’'1レース

は92年IMSハンデキヤッフ｡を用いることになった。I

MSレギュレーションも実質的に92年版を適用すること

とし，セール枚数制限については，艮距離レースである

ことを考慮し適切な変更が望ましい。スタビリティーイ

ンデックス値はカテゴリー1(115｡)を適用する。ハンデ

キャッフ｡の方式は．第1レグ(オークランド→スパ)，及

び第2レクﾞ（スパ→グアム）については，オークランド

(NZ){!1llの意向を取り入れて，オーシャン・レーシン

グ・コースによるPCS(パフォーマンス・カーブ・ス

コアリング）を採用する予定。第3レクﾞ（グアム･福岡）

については,GPHを含めて当事者IIMで最終決定する。

4.IMS推進方法について
へ

①スタンダード艇のリスト（輸入艇･III産艇）をOF.

SHORE誌に掲載する。

IMS・スタンタゃ－ド艇リスト

Baltic HunterCybelle325

Bavaria J33NM95

Beneteau JeaneauSwing31
Catalina Swan 34

Dehler XYamaha30S

FarrMRX30SII

Feeling 31S

FirStYR30MKII

Frers Sawaj41

この他たくさんの艇がIMSスタンタ弩ドハルを持っ

ています。

詳細については事務局へお問い合わせ下さい。

②ClubMeasurementの導入方法・時期等について，

93年度プロク、ラムの内容を理解した上て再検討する－
③IMSブックレッ|､の発行を検討する。（有料）

④パフォーマンス・パッケージの宣伝，効用をOFF-

SHORE誌に掲載する。

2．IMSプログラム遅延について

①93年プログラムの完成が遅れているため，レース開

幕に間に合わないことが予想される。そこで，93年前

半8月末日まで､は92年度版プログラムを使用し，後半

12月末'1までは，93年度版を使用しIMS証書を発行

する｡ただし92年度版プロク霧ラムを使用する前半のレー

スであっても更新を必要とする。

②レースマオ､－ジメント･プログラムについては,現在

稼働LI'のものが使用可能であるが93年度の新規ﾌ゚ ログ

l

線従事者国家試験について牛肝
"m，

通信委員会

第1級，2級，3級の各海上特殊無線技士の1玉l家試験が，の機会に是非資格取得をお奨め致します。各資格の概略

この6月に実施されることになりました，それに先立ちについては本誌92年4月号に記載があります。また受験

受験申請受付が4月lⅡより2011まて穣の期間て､､行われま'l'請書，参考書についてはNORC事務局(担当：小l1l)

すのでお知らせ致します。尚，来年より日本においてもにお問い合わせ下さい。

実施されます,ORC特別規定カテゴリー3を満足する，尚，出力5WのマリンVHF無線機は安全，通信,llﾘ‘陸

20W以上の国際VHF無線機の操作資格は，第1級若しの各委員会の協議により，カテゴリー3の必需品とは認

〈は第2級海上特殊無纈支士の資格が必要となります。められませんのでご注意~ﾄﾞさい。これらの無線関係につ

本年度試験は6月の他10月も予定されておりますが，こいてはまた次号に関係記斗fを掲載致します。
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クルーザー･レイティング
計測委員会

現在,金川て､､500隻以kの船がCRを獲得し，各地て活

発な活動が行われている。1汁川は比彼的簡単で，ボラン

ティアメジャラーによって実施される。そのため計測料

金も安く，レース入門艇にとって，レイティング．ルー

ルやハンディキャップ･を知る1つのステップ。ともなって

いる。

CRは,IORやIMSと異なり，各支部計測委員会

がその管理と運営を任されている。メジャラーの育成と

奎命，証書の発行と更新(3年毎)，計測料の決定，各地

／実情に合わせたHSC(ハイスピード･コレクション）

の取I)扱い，レース委員会に対する助言などを行ってい

る。

そうすることによって，各地での↑,噸jがより柔軟性を

待ち，通ﾙ6性を持つと考えられるからて､､ある。

各地て､､のCRによるレースが盛んになるにつれて，ま

た鳥羽レースを初めとする支部間レースや,H本海レー

ス，アリランレースなど海外との交流レースもCRが採

用されてくるにつれて，一部参加者の'|'には,CR本米

の目的を理解せずに,逆川する人達も現われ始めた｡レー

スて､の栄光を商業的に利川しようとする人達である。

オーナーやクルーの人達は，レースに参加して優勝て､

きれば最尚というシンプルな原理に基づいて行動してい

るのだろうが，この様な人達が介在し，誤った指導をし

ているのて､､ある。

(CR)について
レース参加者とコミッティの善意で成り立っているC

Rレースにこの様な攻撃が加えられると，ひとたまりも

ない。CRはIORやIMSと異なり，スピードファク

ターを正しく算出するものて鹸はないし,盲点だらけのルー

ルで､ある。防衛対策として、ルール3.7及び3.8を適用す

る以外にない。

しかし，そうする前に,ルールブックの1番最初に書か

れている，このルールの目的をよく理解して，参加者自

身が健全なCRレースを創りだしていって欲しい。

世界il1のどのレイテインク、ルール，ハンディキャップ。

ルールもすべて，レース参加者のために存在するのであ

る。

ム296

4

I
今

CRクラスでレースを楽しむ艇は圧倒的な数にのぼる

安全委員会よりのお知らせ
安全検査のシステム変更にともなう

安全検査料の値上げについて
安全委員会委員長

長江博人

現在安企検査ではスペシャルレギュレーションの簡単

なチェックリストのみを川いてお|)，完全な日本語訳が

なく，各艇においては今ひとつルールの理解力難しい面

がありました。NORCには安全関係のルールとしてス

ペシャルレギュレーションの他に,NORC特別規定，

NORC設備規定,NORC安全規則があり，これらを

全部見られる小冊子を作成することにいたしました。

1993年度より，安全検査を申し込まれた艇のオーナー

にそれを渡し，あらかじめ自艇のチェックをお願いして

おき，その後安全検査員が出向いてチェックリス|､にし

たがって検査するというスタイルにいたします。

つきましては，小冊子印刷代として安全検査料を1000

円値上げして60001-11とすることが2月20Hの理事会にお

いて承認されましたのて､，よろしくお願いいたします。

※あくまでも，この日本語訳は安全委員会による仮訳て

あり，疑義が生じた場合は英文を正として下さい。
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関東支部帆走委員会

レース名 野更~支甜’93ゴールデーンクプークシグー元

ピックポート選手櫓／大島・初島レース／ミドルボート選手櫓
第23回

八丈島レース

担当 函壼支ご吉低 ﾐﾄーﾙﾎー ﾄーｵーﾅーｽ､､ｸﾗﾌー 関東支部

第1R ｵﾌｼｮｱ65M

大島･初島ﾚー ｽ

と共催

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ10M

小網代

↓

大島風早ﾏー ｸ(時計）
↓

初島（時計）
↓

小網代65ﾏｲﾙ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

１
２
３

第
第
第

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ10M

ｼｮーﾄデ､ｲｽﾀﾝｽ

20N

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ10M

ｲﾝｼｮｱ1OM

小網代

↓

八丈島（反時計）
↓

小網代290ﾏｲﾙ

コース

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

２
３
４
５

第
第
第
第

Ｒ
Ｒ
Ｒ

４
５
６

第
第
第

タミ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

１
２
３
４
５

第
第
第
第
第

、
１
Ｊ
ノ
、
１
１
ノ
、
Ｌ
ｊ
ノ
、
１
，
ノ
、
１
Ｊ
ノ

土
休
休
休
体

く
く
く
く
く

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

５
５
５
５
５

１
Ｊ
Ｏ
Ｊ
４
４
月
４
反
』

1(土）
CRスタート

INSｽﾀーﾄ

IORｽﾀーﾄ

5/206:00

5／

10:00:

10:10:

10:20:

ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄ

第1R･2R

第3R

第4R･5R

第6R

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

休
土
休
休

く
く
く

未定4/29

5／1

5／2

5／3

日程

参加資格 IOR:I～Ⅲ

IMS:GPH650以下

CR:LOAlOm以上
IOR･IMS

ORC特別規定ｶﾃｺ､､ﾘー3

CR当ﾚー ｽの特別規定

IOR:I～Ⅵ

IMS:GPH650以下

CR:Rm7.0m以上

IOR･IMS:

ORC特別規定ｶﾃｺ"y-3

CR:当ﾚー ｽの特別規定

IOR:Ⅳ、V、Ⅵ

IMS:GPH620以上

CR:Rm6.5～9.0

IOR･IMS:

ORC特別規定ｶﾃゴ､ﾘー 3

CR:当ﾚー ｽの特別規定

未定

賞：各ｸ､､ﾙーﾌ゚l～3位賞：各ｸ゙､ﾙーﾌ.1～3位賞：各､ﾙーﾌ･1～3位
ワントンカップ

推奨:VHF･船舶電話推奨:VHF･船舶電話椎垂:VHF･船舶電話通信手段 推奨:VHF･船舶電話｜推奨:VHF･船舶電話
義務:何らかの通信

義務:何らかの鶚｣_塗:何迦鶏手段」

~
参加炎格

1．IOR/JORの有効なﾚー ﾃｲﾝｸ､､を有するｸﾗｽⅢ以上の艇で

ORC特別規定1992ｶﾃｺー ﾘー 3、NORC設備規定B以上
の安全検査に合格した艇。

2.IMS1992_による有効なﾚｰﾃｲﾝｸｰを有するGPH650

ビ
ッ
ク
ボ
ー
ト
選
手
権

実
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ク
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ヨ
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山
ま
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お
問
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合
せ
下
さ
い
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以下の艇で、IMSﾚｷー ﾕﾚー ｼﾖﾝ1992､ORC特別規定1992

．ｶﾃｺ､､ﾘー 3、NORC設備規定B以上の安全検査に合格した艇。
CRﾊー ｼーーﾖﾝ5･0__皇の有効なﾚーﾃｲﾝｸーを有する_LQA1Q_m以上3．

の艇で、艇登録され当ﾚｰｽ委員会の指定する特別規定を満足
する艇。

艇長及び乗員は、NORC外洋ﾚｰｽ規則4条.2による。4．

競技の種類

IOR・IMS.CR.各ﾃ､､ｲﾋ､､ｼー ﾖﾝ別の艇対抗ｼﾘー ｽー ﾚー ｽ。

IORﾃーｲﾋー ｼーﾖﾝには｢ﾜﾝﾄﾝｶﾂﾌ゙｣が含まれています。
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関西国際空港開港記念

環太平洋ヨツトレース・ガイド
肌Np肌CIFICYACHTRACE1994

関西新国際空港の開港を機会に開催される,環太平洋ヨッ

トレース。内容はロサンジェルス，ブリスベン，上海，

釜山，ウラジオストックの5都市からスタートし，ほほ

同時期に大阪市へフィニッシュする国際外洋レースであ

るが，このたび，参加艇のクラス分けが変更となったの

で，お知らせする。

一方，短距離コースの場合は，従来の3クラスのうち

A,B,クラスの全長リミッ|､がそれぞれ1メー|､ルず

つ繰I)下げ､られている。

これらの改正は，少して､､も多くの艇が参加で､きるよう

にとの|'肥慮から生まれたものて､､あり，スタートを1年後

に控え，さらに多くの参加希望艇が集まることを期待し

ている。

なお，スタートH程や倣，安全対策などについては，

今のところ当初の通りて､変史はない。

新たに決定したクラス分けは次の通り。

長距離コース

、ロサンジェルスおよびブリスベン・スタート）

クラスA:全長16メートルを超え20メートル以下

クラスB:全長14メートルを超え16メートル以|､．

クラスC:全長12メートルを超え14メートル以下

短距離コース

（ウラジオストック，|海，釜111．スタート）

クラスA:全長14メートルを超え16メー|､ル以下

クラスB:全長12メートルを超え14メー|､ル以下

クラスC:全長9メートルを超え12メートル以~ﾄー

スタート日程（1994年）

ロサンジェルス・コース：

4)12411/距離6,000マイル

ブリスベン・コース：

511811/距離4,000マイル

ウラジオストック・コース：

5月2211/距離1,100マイル

上海・コース：

5)l3011/ME雛800マイル

釜||｜・コース：

5M2911/距離600マイル

｣fill雛コースの場合，ブリスベン・スタートを例に取

ると，これまて､､は全長16メートル以上の艇て､なければ参

加で､きなかったが，今l''lの改定では,12メートル以上の

艇でも参加可能となった。

また,長距離コースでは従米A,B2つのクラス分けの

垂であったが,今II!lの改定てゞ 3クラスにlll分化されてい

IAMERICARUSSIA
式〃

アメリカ
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レポート／菅井英夫

ゼロm
'92シドニーホバ
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トの魅力■ﾛ■■■■■

る)。から一斉に130艇のヨシ|､がス

ター|､した。83フィートのホイッド

ブレット向け新艇ニュージーランド

エディンバーもいれば，船齢20年の

33フィー|､レーサクルーザーまて､さ

まざま。皆ホバードをll指しフィフ

ティーノットオンザノーズを党|吾し

て,11とえる40度線を越える，そして

それを兄送る500隻以kのヨットやボ

ート，レーサー達との別れを惜しむ

かの様にいつまて＄もいつまでもつい

てくる。この時ばかりは，パヮーボ

ート乗りを嫌なやつらだとつい,w､わ

なかったほど素H青らしいスター|､と

兇送l)てあった。481111も続いたシド

ニーホバードの魅力の一つはここに

あるのかもしれない。

2811になって，やや風が20～30kt

と落ち着いてきた。悪名高きバス海

I峡も間もなく通過し，タスマニアも

視認し，気分もだいぶ楽になってき

た。

291-1,昨夜のリーチングて､アサシ

ンを10マイル引き離した。そしてﾎ

パー ドﾍの入口アイアンロック座
ルガン岩）を遠くにみとめ，まブー

ィニッシュまて､､100マイル以上あるの

に，私たちはレースがこのまま終わ

るものと思いワッチ制を解いた。し

かし南極からのl瓜はそれて､はすまな

かった。風は次第に南にかわ|)，風

速を30～40ノットへと力を増してき

た。真のぽl)て､､ある。｜､ウルーウイ

ンドスピードは48ノットを指し，つ

いに私たちはフイフテイーノシ|､オ

ンザノーズと出会った。最後の気力

をつくしているクルー達は皆,1-I焼

けと涼1焼けて異様な形相になってき

た。頑張れゼロⅢ，もうすこして､､フ

イニッシュて､ある。南氷洋に胸をは

だけて立ち向かっているかのような

アイアンロックと10mはゆうに趣ふ
るlllの様な波と，フィフティーノ

|､オンザノーズ。そして小さく掘れ

る濃紺のゼロⅢ。私達はしばしシド

ニーホバードの2つllの魅力に我を

忘れた。

2911夜,10時53分46秒ゼロⅡIのI州

いは終わった。才''fllllll4位であった。

悔しい事にあれだけ離したアサシン

にホバードタ守－エントリバーの15マ

イルの微風の闘いでわずか2分差で

破れてしまった。身も‘L､もぐったり

と彼れ果てた我々に11耐オーナー，

そして奥様は夜避くまて爆侍って,ll'!

迎えてくれ励ましてくれた。

|對東フリート対抗IMSクラスに総

合倒券して間もない頃オ ナーi掛寸

兎孝氏から私の所にご相談があった。

「ケンウッドカッフ・の時は未だチー

ムの期が熟していないと思ったが，

クルーもよく噸張ってくれている。

ここらて､海外レースて､腕だめしして

みては・・・｣。それがゼロチームニ

度|のシドニーホバードヘの挑戦の

始まりであった。

しかしながら，その時はすて､にレ

ースの申し込み締切り1週|川前て醤あ

った。82歳のil"･オーナーはヨシ|、

レースを始めてかれこれ12年。その

間，数かぎりない|到内レースと海外

レースに挑戦しつづけてきた。そし

て，さらに今・・・，これが雌後の

海外レースになるかもしれない我々

にとっても，迅が非て．も勝って締め

くくりたいとこてゞもあった。

ラシカタンベイC.Y.C.Aて､､レース

の準備と余念がない頃，多くの地元

クルーが私たちを冷かしに来る。そ

して，その言雌は決まってフィフテ

ィーノットオンザノースと言って目

分の鼻を指すのて､､ある。つま{),50

ノットののぼりに合わせておけと言

うことらしい。私自身何度かバス海

峡や吃える40度線の経験はあるが，

それほど吹いた韮はなかった。タ轡ブ

ルハンドの時なビベタなぎて州った

くらいて頓ある。どうも信じられない

が，今年のシドニーはいやにi:|:jが多

く肌寒く天候が不順だ。とにかくデ

スマストだけはごめんと，すべてを

強風仕様に変えてレースに望んだ。

2611の夜は静かな凪て終わった。

さすがに，コンドア，ニュージーラ

ンドエディンバー，アマゾン等のマ

キシクラスは足がのびている。コタﾞ

ツクエクスフ。レスことフューチヤー

ンョックも先頭集団にいる。ゼロIⅡ

も強敵アサシンを抜いてトップ。を引

いている｡07.15の気象FAXが入っ

た。米た米た11バス海峡の|ﾉLil!1llに前

線とそのlill後の木|]のような等圧線

が。フィフティーノシ|､オンザノー

ズが我々を迎えに来た。

2711の夜になって快洲に飛ばして

いたゼロⅡIに予想はしていたがあま

りにも突然に40ノッ|､ののぽI)が襲

ってきた。ゼロIIIはスピンランから

ツーポンのナンバー4に姿をかえた。

しかし幸いにも風向きは片のぼりか

らリーチングて"首.はホバードを向

いているアサシンとはｲ||変わらず着

かず離れずのシーソーケームを展開

している。

12月261~11:00,ポートジャクソ

ン湾にしかれた2つのスター|､ライ

ン(大型艇のスタートライン後ﾉﾉ300

mに小型艇のスタートラインがあ 3011からシドニ ホバードの3つ
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恒例のビックイベントでにぎわう現地ハーハーオーナーを囲んでのひととき

r

レースへの強い熱望のおかげて私達

クルーは多くの海外レースと国内レ

ースを経験する事がで､きた。そして

さらにこれからも続くであろう強い

精神力に再び感涙せずにはいられな

かった。

玉?魅力が始まった｡次々とコンス
プューションドックに入ってくる

レースポートを皆で拍手と口笛て迎

える。そしてビールで狂い出す。そ

の狂いは延々と続き終わる事を知ら

ない。どこの船も吃える40度線とフ

ィフティーノットオンザノーズを越

してきた海の男達の賛美酒でにぎわ

う。気さくなオージー達にとってレ

ースの成績よりもシドニーホバード

レースを完走し，ホバードで狂い酒

に酔う事の方が重要なのかもしれな

い。大晦日，0時を過ぎると誰かれ

なくキスをし新年を祝福し，セレモ

ニーは最高潮に達するのだ。

ゼロIⅡはクラス2位総合3位と言う

高成績であった。表彰パーティーで

i封寸オーナーの身体を支え，壇上ま

で上がり，そしてオーナーがカップ｡

と盾を頭上にかざした時，会場はオ

ージー，キウイーからの破れるよう

な歓声と拍手で埋もれた。その1封寸

オーナーを見た時，私達は，目に潤

むものを感じた。オーナーのヨット

今月の表紙：奥になると.いつもの場)ﾘ『

もカリブの海になる。ふとしたタイミン

グのずれで，いつもは批み合うはずの人

i[を独I)lliめ。('Ija｣IL/小林挫-)

OFFSHORE第212%、平成5年3)11511発ｲ｣：

毎川llnll511発行

IIW1152年7｢}2111第三繩郵便物認可

1部定価3001TI(郵送料46III)

発↑j社|､li法人ll水外洋III1t走協会

収ﾙ(梛港区虎ノIII11-11-2(第2船舶振興ビル5階）

′IE1満・恥i(03(3504)1911～3〒105

椰仙賑杵蒋号2-21787

印刷Iﾘl宏印刷株式会社
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レーシンクドラム仕様 ﾉ､－ケンジフリーフィング＆ﾌｧｰﾘﾝダはコク

ヒ‘･ｿﾄから簡単にｾｲﾙを縮められるｼｽﾃﾑ

ですしかもスムーズな回転や､強度を備えて

います通常のリーフｲﾝｸｼｽﾃﾑではリー

ハーケンジフファーラーの鍛えぬかれたエアロタ

イナﾐｯｸﾌｫｲﾙは､ﾚｰｽても大きな威力を発

猟しよすクルージングﾓｰﾄからﾚーンングモーし↑唾
、

UNIT－0(20～29ﾌｨー ﾄの小型艇）

Sヒンーヒン9.5mまて’

Cモテル

¥210.000

への夏塑は､導き取りドラムの6本の上･ｽの脱脳

たけて尭腱作饗は船阜､所.要時間はわすヵ

10分です

uNlT-1(28～37フィートの'j,型艇

Sヒンーヒン11．8mまて、

Cモテノレ

¥308.000
ﾌｨﾝクするこ．とにｾｲﾙが深くなり過ぎ､帆走

性能{二悪影響をおよぼしていますか､ハーケン

･ジﾌﾘｰﾌｲﾝｸﾞ&ﾌｱｰﾘﾝｸ．システムは、こ

れらのすべてを震決しています（通常はリー

フィング時､スプリットドラムと上部ピンが回転

するのみでヘッドステイ中心部か強く巻き取れ

ませんか､ハーケンはヘッドステイ(フォイル)中

心部がドラムとピンよりも速く回転し始め､ドラ

ムとピンが遅れて露転するため美しく均一に

巻け､フアーリングしてもセイルか深くなる心配

がありません）

UN}T-1.5(35～38ﾌｨー ﾄの小型鮨）

ヒンーヒン14．2mまて

;影35～38ﾌｨｰﾄの小型艇てﾍｯｽﾃｲか8mmの艇

てさます

りジブ交

一ルも無

jません

Cモデル

¥373.000

Cモデル

¥472.000

UⅣ汀-2(36～46ﾌｨー ﾄの中型艇）

Sヒンーヒ．ン162mまて

UNIT－2．5(36～46フィートの中型腿）

ヒンーヒ．ン18.4mまて

簿40～50ﾌｨー ﾄの中型艇でﾛｯﾄ'ｽﾃｲー 22の艇

Cモデル

¥588,000

CモデルUNlT-3<44～70フィートの大型艇

ビンーヒン20,0mまて ￥7 ０
一
さ

印
一
妹

７
－
て

く
Ｈ
〕
寺
．●艇の長さだけがｼｽﾃﾑを選-3:藤晶てはありませんから,主意して〈たさ

い.ヘツドステイの直径'全長によってﾕﾆｯﾄNCか変わります

●ﾜｲﾔー のみｽｳｴー ｼ加工･ﾌｱー ﾗー 取付工事･ﾚー ｼﾝｸﾄ､ﾗｲざ－－
様は別途料金です．

ハーケンジフﾘｰﾌｨﾝｸ&ﾌｧｰﾘﾝ

ﾌ･ソト・ｽﾀｰﾝの特許のもとに袈蓮され

ン

BOATSHOES
世界のトッフセーラーのノウハウから誕生したrHs-2/Hs-1」

水分､塩分､紫外線を考慮した素材、技術と90ものハターン

から厳選されたﾃｻｲﾝは本物のﾎｰﾄｼｭｰｽてす軽〈､

通気性に優れた微細気穴のｽｪｰﾄｼｪﾙに加え､Lyca採用

のﾎﾃｨは速乾性を配慮し､また3ﾊﾀｰﾝのﾄﾗｲラジアル、

ﾌﾟﾗｽW,E､Tクループのﾎﾄﾑは水はけの良さとホートシュ

ースの命とも云えるﾉﾝｽﾘｯﾌ構造てあらゆる状況下に対応

しています窪のｷｱを代表す~るHARKENの海のﾉｳﾊｳと、

ﾌｼ|､ｳｴｱを代表するSanconyのハイﾃｸﾉﾛｼー か､次世

代のﾎｰﾄｼﾕｰｽを完成させました

ハーケンジャパン株式会社〒662兵庫県西宮市西宮浜2-21-9TELD798-22-2520/FAX8798-33-2100



ﾖｯﾄ,ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)
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ヤマハ発動機株式会社
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血統は､が､デンシナフルを物語る。
I

ニッポンチャレンジ･アメリカ杯992の熱い風を受けて

ピュア･レーサー｢)'nlMfMRシリーズy新登場。

YAMAHARシリーズ<|OR･IMS>は､アメリカズカップ､日本チャレンジ艇の開発を通して

蓄積したテクノロジーを､オフショア･レースシーンに向けて磨き上げたモデルです。

ヤマハ独自のVPP(速度予測プログラム）、構造解析プログラムをはじめとする

ヨットデザインの先端を行く設計システムとアメリカズカップ艇のノウ･ハウをベースとした

建造システム､さらに､新素材の探求まで含めたトータルテクノロジーから

最新鋭のポテンシャルを確立しました。

ニッボンチャレンジのヨット･クラフティング技術の情熱と精神を秘めて、

ヤマハは､いま日本のレースシーンに､その真価を問いかけます。
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3,000kg
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78－23，2

7,OOOkg_
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IIHIOOIMAHINIIIH!
北海道ヤマハ(株）Te1.011-612-106o

ヤマハ東北(株)Te1.022-235-1O31

ﾔﾏﾊ東京（株）Te1.03-3444-9971

*設計･建造に閏するご相談･お問い合わせは

ヤマハ中部（株）Te1.052-913-2121

ﾔﾏﾊ関西(株)Te1.06-535-1671

ヤマﾊ中国(林）Te1.082-285.4911

●ヤマハヨット新宿店03-3342-8551●ヤ

ヤマハ四国（株）．Te1.0878-67-380O

ﾔﾏﾊ九州(株)-Te1.092-472-5261

ヤマハ熊本（株）Te1.096-357-7161

ハボート肥後橋店ヨット課06-445-0912
安全がマリンスポーツの謄本でず-．


